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２

 遺遺遺 お び ら 議 会 だ よ り 遺遺遺 令和元年11月１日 第82号

▼
小
平
町
森
林
環
境
譲
与
税

基
金
条
例
の
制
定

・
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環

境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
の

公
布
に
伴
い
、
譲
与
金
を
町

が
実
施
す
る
森
林
整
備
等
の

財
源
と
す
る
た
め
に
基
金
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。

▼
小
平
町
印
鑑
の
登
録
及
び

証
明
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

・
女
性
活
躍
推
進
の
た
め
住

民
基
本
台
帳
法
施
行
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令
の
公
布

に
伴
い
、
印
鑑
登
録
に
も
旧

氏
の
記
載
を
可
能
と
す
る
改

正
を
し
ま
し
た
。

▼
令
和
元
年
度
小
平
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

・
１
千
　
万
１
千
円
を
追
加

３５２

し
、　

億
４
千
　
万
８
千
円

４３

７０６

に
。

《
質
疑
の
内
容
》

Ｑ
山
内
議
員

　
消
費
生
活
相
談
員
の
賃
金

が
退
職
に
よ
り
減
額
さ
れ
て

い
る
が
、
一
定
の
実
績
も
あ

り
、
専
門
性
も
必
要
な
た
め
、

今
後
の
方
向
性
を
伺
う
。

Ａ
斉
藤
経
済
課
長

　
相
談
件
数
は
年
々
少
な
く

な
っ
て
い
る
も
の
の
、
配
置

が
必
要
と
考
え
る
た
め
、
来

年
度
に
む
け
て
検
討
し
た
い
。

▼
令
和
元
年
度
小
平
町
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

・
　
万
４
千
円
を
追
加
し
、

５４６
３
億
７
千
　
万
４
千
円
に
。

８３８

▼
小
平
町
表
彰
条
例
に
基
づ

く
表
彰
者
の
決
定

・
自
治
功
労
＝
泉
　
晃
暢
氏

・
防
災
功
労
＝
近
江
基
輝
氏

・
産
業
功
労
＝
新
名
　
博
氏

・
防
災
功
績
＝
佐
藤
秀
夫
氏

・
産
業
功
績
＝
山
口
弘
幸
氏

▼
平
成
　
年
度
一
般
会
計
及

３０

び
各
特
別
会
計
決
算
は
、
９

月
定
例
会
初
日
に
設
置
さ
れ

た
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に

お
い
て
慎
重
に
審
議
さ
れ
、

今
定
例
会
最
終
日
に
委
員
長

報
告
の
と
お
り
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

▼
次
の
者
の
任
命
に
同
意
し

ま
し
た
。

・
教
育
委
員
会
委
員

　
字
小
平
町

　
松

本

恭

子
（
再
任
）

▼
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率

等
の
報
告

　
平
成
　
年
度
決
算
に
基
づ

３０

き
、
実
質
公
債
費
比
率
な
ど
、

何
れ
も
健
全
化
判
断
基
準
の

範
囲
内
で
あ
る
こ
と
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

▼
株
式
会
社
お
び
ら
の
経
営

状
況
の
報
告

　
平
成
　
年
度
の
事
業
報
告
、

３０

収
支
決
算
等
及
び
令
和
元
年

度
の
事
業
計
画
、
収
支
予
算

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

▼
議
員
の
派
遣
に
つ
い
て

・
留
萌
市
で
開
催
さ
れ
る
留

萌
南
部
三
市
町
議
会
議
員
研

修
交
流
会
へ
の
議
員
の
派
遣

を
決
定
し
ま
し
た
。

・
東
京
都
で
開
催
さ
れ
る
東

京
お
び
ら
会
総
会
、
姉
妹
都

市
小
平
市
の
市
民
ま
つ
り
へ

の
議
員
の
派
遣
を
決
定
し
ま

し
た
。

▼
次
の
財
産
の
取
得
に
つ
い

て
議
決
し
ま
し
た
。

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
　
　
１
台

　
契
約
金
額　

　
万
１
千
　
円

８７６

５００

　
契
約
の
相
手
方

　
　
㈱
小
平
車
輌
整
備
工
場

　
　
代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
　
向
　
井
　
勝
　
広

《
質
疑
の
内
容
》

Ｑ
板
垣
議
員

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
は
子
供

を
乗
せ
る
た
め
、
あ
お
り
運

転
や
交
通
安
全
対
策
上
、
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
が
必
要

と
考
え
る
が
、
取
り
付
け
の

有
無
を
伺
う
。

Ａ
照
井
教
育
長

　
購
入
時
に
は
付
け
て
い
な

い
が
、
必
要
が
あ
れ
ば
検
討

し
た
い
。

補

正

予

算

条
例
の
一
部
改
正

報

告

表

彰

議

長

発

議

財

産

の

取

得

９９９９９９９９９９９９９９月月月月月月月月月月月月月定定定定定定定定定定定定定例例例例例例例例例例例例例月定例会会会会会会会会会会会会会会
会期は９月３日か会期は９月３日からら
13日までの11日13日までの11日間間
会期は９月３日から
13日までの11日間

条

例

の

制

定

認

定

同

意

■
一
般
会
計
予
算
を
増
額
補
正
し
、
　
億
４
千
　
万
８
千
円
に

４３

７０６

■
功
労
者（
自
治
・
防
災
・
産
業
）各
１
名
、
功
績
者（
防
災
・
産
業
）各
１
名
を
決
定

■
教
育
委
員
会
委
員
に
 松
本
　
恭
子
 氏
を
同
意

『議会を傍聴して
みませんか』

町議会の定例会は、年４回
開きます。（３・６・９・12月）
議会はどなたでも傍聴でき
ますのでどうぞお気軽にお
越し下さい。
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 遺遺遺 お び ら 議 会 だ よ り 遺遺遺 令和元年11月１日 第82号

問質一 般

一
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

　
　
ま
た
、
林
業
や
漁
業
へ
の
普
及
促
進
に
つ
い
て
の
考
え
も
伺
い
た
い
。

二
、
災
害
時
に
お
い
て
、
被
害
状
況
や
現
地
確
認
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
等
ド

ロ
ー
ン
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
町
と
し
て
導
入
、
活
用
の
考
え
は
あ

る
か
伺
い
た
い
。

西
　

議

員

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

Ｑ
　
ス
マ
ー
ト
農
林
水
産
業
の
普
及
に
伴
う
対
応
と

災
害
時
の
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
つ
い
て

一
、
町
長
は
地
元
住
民
と
利
活
用
を
模
索
し
、
活
用
策
が
望
め
ず
維
持
管
理
が
困

難
と
判
断
し
た
場
合
に
解
体
を
検
討
し
た
い
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
教
育
長

の
方
か
ら
も
、
有
効
な
活
用
方
法
が
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
解
体
す
る
方
向
と
思

う
が
今
し
ば
ら
く
解
体
に
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。
第

６
次
小
平
町
総
合
計
画
に
「
閉
校
校
舎
等
解
体
事
業
」
が
登
載
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
な
ぜ
、
未
だ
に
解
体
さ
れ
な
い
の
か
、
な
ぜ
し
ば
ら
く
解
体
し
な
い
考
え

な
の
か
、
町
長
並
び
に
教
育
長
の
答
弁
を
求
め
ま
す
。
ま
た
、
学
校
の
中
に
は
、

使
え
る
備
品
・
教
育
に
あ
わ
な
い
備
品
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
備
品
等

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
お
伺
い
し
ま
す
。

酒

谷

議

員

Ｑ
　
閉
校
後
の
校
舎
、
今
後
の
解
体
は
？

Ａ
　
新
技
術
の
ニ
ー
ズ
を
参
考
に
環
境
構
築
、

普
及
促
進
を
図
っ
て
行
く

　
　
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
の
必
要
性
が
生
じ
た
場
合
に
は

民
間
業
者
な
ど
に
外
部
発
注
し
た
い

一
、
道
内
で
は
農
作
業
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
自
動
操
舵
ト
ラ
ク
タ
ー
が
急

速
に
普
及
し
て
お
り
、
特
に
Ｒ
Ｔ
Ｋ
基
地
局
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
で
利
用

す
る
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
し
た
平
成
　
年
か
ら
導
入
台
数
が
急
上
昇
し
て
い
る
。

２６

林
業
に
お
い
て
も
令
和
２
年
度
、
林
野
庁
関
係
予
算
概
算
要
求
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ

る
資
源
管
理
、
生
産
管
理
を
行
う
ス
マ
ー
ト
林
業
の
推
進
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
近
隣
漁
業
で
は
、
ナ
マ
コ
桁
網
漁
船
が
互
い
の
位
置
情
報
や
漁
獲
情
報
を

共
有
す
る
事
で
、
資
源
状
況
を
正
確
に
把
握
し
、
資
源
管
理
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
新
技
術
の
導
入
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

町
と
し
て
も
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
を
参
考
に
関
係
団
体
と
連
携
し
環
境
の
構
築
普

及
促
進
を
図
っ
て
行
き
た
い
。

二
、
大
規
模
災
害
時
の
災
害
対
応
を
円
滑
に
実
施
す
る
為
に
、
正
確
な
被
害
状
況

を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
し
か
し
、
ド
ロ
ー
ン
の
基
礎
知
識
や
安

全
基
準
、
整
備
点
検
、
操
縦
技
術
、
画
像
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
の
活
用
方
法
ま

で
全
て
習
得
す
る
必
要
が
あ
り
、
現
時
点
で
の
運
用
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
必

要
性
が
生
じ
た
場
合
に
は
民
間
業
者
等
に
外
部
発
注
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
町
 長
　
関
　
　
　
次
　
雄

Ａ
　
整
理
す
る
と
い
う
考
え
方
は
継
続
し
て
行
き
た
い

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
、
町
内
に
は
４
校
の
閉
校
校
舎
が
あ
る
が
、
閉
校
後
　
年
以
上
経
過
し
利
活
用

１０

さ
れ
て
い
な
い
校
舎
に
つ
い
て
は
解
体
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
る
が
、
費
用

が
膨
大
な
金
額
に
な
る
こ
と
か
ら
財
源
の
確
保
が
難
し
く
踏
み
切
れ
な
い
現
状

で
す
。
整
理
す
る
と
い
う
考
え
方
は
継
続
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
ご
理
解
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 　

町
 長
　
関
　
　
　
次
　
雄

一
、
本
来
で
あ
れ
ば
解
体
は
速
や
か
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が

財
源
的
な
も
の
が
あ
り
、
厳
し
い
も
の
が
あ
る
が
、
将
来
に
む
け
て
解
体
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
考
え
は
町
長
と
同
一
で
す
の
で
、
ご
理
解
を
頂
き
た

い
。
備
品
に
つ
い
て
は
、
閉
校
の
時
に
販
売
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以

外
の
物
は
町
の
事
業
で
使
っ
た
り
し
て
お
り
、
無
駄
な
扱
い
は
し
て
い
な
い
つ

も
り
で
す
。

　
教
育
長
　
照
　
井
　
廣
　
章



４

 遺遺遺 お び ら 議 会 だ よ り 遺遺遺 令和元年11月１日 第82号

問質一 般

一
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
影
響
も
あ
り
、
町
内
に
て
深
刻
な
労
働
力
不
足

の
状
況
と
考
え
る
が
、
労
働
力
の
確
保
や
そ
れ
に
対
す
る
支
援
、
高
齢
者
の
就

業
支
援
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
伺
う
。
ま
た
、
来
年
度
策
定
さ
れ
る

新
総
合
戦
略
に
て
、
労
働
力
不
足
に
つ
い
て
具
体
的
施
策
に
つ
い
て
策
定
す
る

考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

二
、
両
イ
ベ
ン
ト
と
も
に
通
過
型
観
光
地
で
あ
る
本
町
に
お
い
て
は
、
重
要
な
マ

チ
の
魅
力
発
信
の
機
会
で
あ
る
が
、
近
年
そ
の
来
場
者
数
が
減
少
し
て
い
る
。

今
後
の
開
催
や
展
開
に
つ
い
て
行
政
と
し
て
の
考
え
を
伺
う
。

西

村

議

員

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

Ｑ
　
一
、
労
働
力
不
足
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　
　
二
、
に
し
ん
番
屋
ま
つ
り
、
産
業
ま
つ
り
の
今
後
に
つ
い
て

一
、
小
平
町
堆
肥
製
造
セ
ン
タ
ー
で
は
原
料
全
体
の
受
け
入
れ
が
、
設
立
当
初
の

計
画
対
比
で
　
％
、
畜
糞
や
漁
業
系
残
渣
に
お
い
て
は
、
各
々
、
計
画
比
　
％

１１０

１５０

の
量
が
搬
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
反
面
、
製
品
堆
肥
の
販
売
量
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
改
善
策
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

前

崎

議

員

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

Ｑ
　
小
平
町
堆
肥
製
造
セ
ン
タ
ー
の
製
品
堆
肥
に
つ
い
て

一
、
堆
肥
の
販
売
量
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
　
年
度
１
千
　
ｔ
、　

年
度
１
千

２７

７５９

２８

　
ｔ
、
　
年
度
１
千
　
ｔ
、
　
年
度
　
ｔ
、
本
年
度
は
８
月
末
時
点
で
１
千
　
ｔ

９４９

２９

４５８

３０

７９２

６１

と
な
っ
て
お
り
、
製
品
在
庫
は
、
本
年
期
首
　
ｔ
、
期
末
１
千
　
ｔ
程
の
見
込
み

８４１

２８０

で
あ
る
。

　
製
品
堆
肥
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
成
分
分
析
を
お
こ
な
い
問
題
が
な
い
と
の

結
果
を
踏
ま
え
販
売
し
て
い
る
。

　
今
後
に
お
い
て
も
循
環
型
農
業
が
も
た
ら
す
波
及
効
果
に
つ
い
て
、
ま
た
ク

リ
ー
ン
農
業
の
推
進
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
協
力
し
、
啓
蒙
普
及
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
。

Ａ
　
引
き
続
き
管
内
連
携
を
取
っ
て
要
望
、
要
求
し
た
い

　
町
 長
　
関
　
　
　
次
　
雄

Ａ
　
一
、
広
域
的
な
労
働
力
融
通
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
や

事
業
者
・
雇
用
者
の
声
を
聞
き
支
援
策
を
検
討
す
る

　
　
二
、
マ
チ
の
魅
力
発
信
の
た
め
出
来
得
る
限
り
の
支
援
を
し
て
い
く

一
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
伴
い
、
労
働
力
の
減
少
は
今
後
も
避
け
ら
れ
な
い

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
基
幹
産
業
を
は
じ
め
幅
広
い
分
野
で
労
働
力
を
確
保

す
る
こ
と
が
近
々
の
課
題
で
あ
る
。
１
市
６
町
１
村
か
ら
な
る
広
域
エ
リ
ア
で

の
労
働
力
融
通
に
向
け
た
調
査
・
検
討
結
果
を
参
考
に
支
援
策
を
検
討
す
る
。

高
齢
者
の
就
業
支
援
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
就
業
に
対
す
る
考
え
や
、
労
働

環
境
の
改
善
を
含
め
総
体
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
新
総
合
戦
略
に
お
け

る
労
働
力
対
策
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
実
態
を
見
極
め
た
う

え
で
、
事
業
者
・
雇
用
者
の
ニ
ー
ズ
も
踏
ま
え
、
産
業
の
充
実
の
た
め
に
内
容

を
検
討
す
る
。

二
、
今
後
も
長
く
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、
人
口
減
少
の
影
響
や
、

ス
タ
ッ
フ
の
確
保
、
予
算
な
ど
の
問
題
も
あ
り
、
来
場
者
の
大
幅
な
増
加
は
難

し
い
と
考
え
る
。
楽
し
み
に
し
て
い
る
町
民
の
た
め
に
も
実
行
委
員
会
に
て
十

分
に
内
容
を
協
議
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
行
政
と
し
て
も
マ
チ
の
魅
力
発

信
の
た
め
、
出
来
得
る
限
り
の
支
援
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

　
町
 長
　
関
　
　
　
次
　
雄
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問質一 般

一
、
公
営
住
宅
第
２
旭
団
地
は
、
昭
和
　
年
頃
か
ら
順
次
建
設
さ
れ
小
平
町
内
の

４１

公
営
住
宅
で
は
一
番
古
い
住
宅
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
途
中
、
一
部
改
修
工
事
を
行
っ
て
い
る
が
、
屋
根
等
を
含
め
老
朽
化
が
激
し

く
、
今
後
、
建
て
替
え
の
予
定
は
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

髙

野

議

員

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

Ｑ
　
一
、
公
営
住
宅
第
２
旭
団
地
の
建
て
替
え
に
つ
い
て

一
、
８
月
８
日
の
大
雨
に
よ
る
被
害
に
つ
い
て
、
定
例
会
初
日
の
町
長
の
行
政
報

告
に
よ
り
報
告
が
あ
っ
た
が
、
特
に
大
椴
地
区
に
つ
い
て
雨
量
の
増
加
に
よ
り
、

普
通
河
川
の
一
部
氾
濫
に
よ
り
被
害
を
も
た
ら
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
被
害
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
普
通
河
川
関
係
に
つ
い
て
、
昨
年
６
月
定
例
会
の
答

弁
で
農
地
災
害
未
然
防
止
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
減
災
計
画
の
作
成
を
進
め
る
と

の
事
で
し
た
が
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

二
、
高
齢
運
転
者
は
、
地
域
的
な
事
情
や
生
活
等
様
々
な
要
因
に
よ
り
車
を
運
転

す
る
状
況
で
あ
り
、
高
齢
者
が
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、
交
通
対
策
等
の

取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
高
齢
者
安
全
運
転
対
策
の
一
環
と
し
て
、
全

国
的
に
話
題
の
急
発
進
防
止
装
置
等
へ
の
助
成
や
取
組
み
を
検
討
す
る
考
え
が

あ
る
か
伺
う
。

板

垣

議

員

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

Ｑ
　
一
、
８
月
の
大
雨
の
被
害
状
況
に
つ
い
て

　
　
二
、
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

一
、
公
営
住
宅
第
２
旭
団
地
は
　
歳
以
上
の
方
々
が
半
数
を
占
め
て
い
る
の
が
現

７０

状
で
す
。

　
小
平
町
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
に
お
い
て
、
令
和
５
年
か
ら
順
次
建
て
替

え
を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
建
て
替
え
を
す
る
事
に
よ
り
家
賃
も
上
昇
す
る
の

で
入
居
者
の
同
意
を
得
た
上
で
事
業
の
取
組
み
を
計
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

屋
根
の
件
で
は
、
今
年
度
塗
装
を
予
定
し
予
算
を
組
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
発
注

が
遅
れ
て
い
る
も
の
の
進
め
て
い
ま
す
。

Ａ
　
一
、
小
平
町
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き

安
全
で
快
適
な
住
ま
い
を

　
町
 長
　
関
　
　
　
次
　
雄

一
、
農
地
災
害
等
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
減
災
計
画
の
作
成
に

つ
い
て
、
河
川
維
持
管
理
の
方
向
性
を
示
す
目
的
で
河
川
河
道
内
樹
木
の
伐
採

延
長
等
の
調
査
を
終
え
、
　

ヵ
所
の
河
川
で
伐
採
延
長
　
 ㎞
、
除
去
費
５
千
　

１９

３０

３００

万
円
の
概
算
事
業
費
と
な
っ
た
。
河
道
内
樹
木
の
伐
採
や
堆
積
土
砂
等
の
除
去

に
つ
い
て
は
財
源
確
保
を
課
題
と
し
て
最
優
先
さ
せ
る
。
ま
た
、
大
椴
地
区
に

お
い
て
は
地
元
の
意
向
を
最
重
視
し
、
川
が
蛇
行
し
て
流
下
能
力
を
阻
害
す
る

個
所
は
一
部
河
川
改
修
を
可
能
と
す
る
農
業
基
盤
整
備
事
業
で
の
採
択
実
施
と

な
る
よ
う
、
関
係
機
関
に
働
き
か
け
、
検
討
す
る
。

二
、
高
齢
者
の
安
全
運
転
や
啓
発
・
交
通
安
全
対
策
等
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
今

後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が
ら
交
通
安
全
意
識
の

高
揚
を
図
る
と
共
に
、
町
民
皆
様
が
個
々
に
交
通
ル
ー
ル
を
今
一
度
深
く
認
識

し
て
頂
き
た
い
。
ま
た
、
急
発
進
防
止
装
置
へ
の
助
成
に
つ
い
て
は
車
種
・
タ

イ
プ
に
よ
り
金
額
も
様
々
で
、
設
置
で
き
な
い
車
種
も
あ
る
が
、
一
定
の
基
準

を
設
定
し
て
助
成
を
検
討
す
る
。

Ａ
　
一
、
大
椴
地
区
の
意
向
を
最
重
視
し
、

基
盤
整
備
事
業
で
の
採
択
実
施
に
向
け
検
討
す
る

　
　
二
、
一
定
の
基
準
を
設
定
し
、

急
発
進
防
止
装
置
の
助
成
に
つ
い
て
検
討
す
る

　
町
 長
　
関
　
　
　
次
　
雄
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問質一 般

一
、
鬼
鹿
公
民
館
は
築
　
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が
著
し
く
か
つ
高
齢
者
の
利
用

４７

に
不
便
な
点
が
多
々
見
ら
れ
ま
す
。
現
状
の
認
識
と
今
後
の
計
画
を
伺
い
ま
す
。

二
、
小
平
幼
児
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
過
去
た
び
た
び
質
問
が
あ
り
総
合
計
画
で
は

小
平
地
区
こ
ど
も
園
新
築
工
事
が
平
成
　
年
か
ら
令
和
２
年
度
の
実
施
計
画
に

３１

な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

三
、
旧
埋
蔵
文
化
資
料
館
は
、
老
朽
化
が
激
し
く
景
観
が
損
な
わ
れ
て
お
り
、
解

体
工
事
及
び
文
化
財
の
「
焼
け
た
住
居
」
の
保
存
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
埋
蔵

文
化
財
を
含
め
た
展
示
施
設
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

四
、
公
営
住
宅
の
個
別
改
善
事
業
が
終
了
し
た
と
こ
ろ
は
大
変
良
く
な
っ
た
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
耐
用
年
数
を
超
え
た
住
宅
が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
入
居
率
や
人
口
推
移
を
見
据
え
た
建
て
替
え
計
画
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

山

内

議

員

Ｑ
　
鬼
鹿
公
民
館
の
今
後
の
計
画
は

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
、
鬼
鹿
公
民
館
は
老
朽
化
が
著
し
く
高
齢
者
の
利
用
に
も
不
便
な
点
が
多
い
こ

と
か
ら
、
早
期
の
建
て
替
え
が
望
ま
し
い
と
理
解
し
て
い
る
。
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
が
利
用
し
や
す
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
令
和
２
年
度

か
ら
事
業
と
し
て
進
め
た
い
。

二
、
小
平
幼
児
セ
ン
タ
ー
は
新
設
が
必
要
と
考
え
る
が
、
児
童
生
徒
、
幼
児
の
安

全
、
教
職
員
、
保
育
士
の
配
置
を
考
慮
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

三
、
旧
埋
蔵
文
化
資
料
館
に
つ
い
て
は
収
蔵
資
料
と
高
砂
遺
跡
の
生
活
が
わ
か
る

絵
２
点
を
配
置
し
、
擦
文
時
代
の
生
活
が
わ
か
る
展
示
に
す
る
べ
く
準
備
し
て

い
る
。

四
、
耐
用
年
数
を
超
え
た
住
宅
は
第
２
旭
団
地
で
あ
り
、
耐
用
年
数
　
年
を
超
え

３０

て
い
る
。
現
在
、
同
団
地
に
は
　
戸
が
入
居
し
て
お
り
、
世
帯
主
の
年
齢
は
　

４４

７０

歳
以
上
が
半
数
を
占
め
て
い
る
。
建
て
替
え
に
よ
る
家
賃
の
高
騰
の
同
意
を
得

ら
れ
な
い
場
合
は
、
代
替
え
住
宅
の
確
保
、
団
地
内
の
空
き
戸
数
が
増
え
る
場

合
の
政
策
空
き
家
、
用
途
廃
止
な
ど
を
含
め
て
検
討
し
た
い
。

Ａ
　
来
年
後
か
ら
事
業
と
し
て
進
め
た
い

　
町
 長
　
関
　
　
　
次
　
雄

差　　引支出総額歳入（収入）総額　　　　　　　 　区 分
会 計　　　　　　　 　

98，845，8013，828，181，8653，927，027，666一 般 会 計

423，81754，698，93555，122，752後期高齢者医療会計

570420，567，081420，567，651国 民 健 康 保 険 会 計

18，823，865366，011，694384，835，559介 護 保 険 会 計

604223，025，236223，025，840介護サービス事業会計

156164，508，725164，508，881下 水 道 事 業 会 計

2，834，812154，788，959157，623，771収益収支
水道事業会計

△ 50，978，43450，978，4340資本収支

※ 水道事業会計資本収支の不足額 50，978，434円は、過年度分損益勘定留保資金等で補填。

（単位：円）

一一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般般会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計及及及及及及及及及及及及びびびびびびびびびびびび各各各各各各各各各各各各特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計決決決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算算算のののののののののののの状状状状状状状状状状状状一般会計及び各特別会計決算の状況況況況況況況況況況況況況
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平
成
　
年
度
一
般
会
計
及

３０

び
各
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出

決
算
は
、
９
月
　
日
開
催
の

１２

決
算
審
査
特
別
委
員
会
（
前

崎
委
員
長
）
に
お
い
て
審
査

し
た
結
果
、
各
会
計
決
算
と

も
認
定
す
べ
き
と
決
定
し
、

第
３
回
定
例
会
で
報
告
い
た

し
ま
し
た
。

　
主
た
る
審
査
の
内
容
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

■
 町
税

Ｑ
 西
委
員

　
町
税
の
収
入
未
済
額
、
２

千
　
万
２
千
　
円
と
不
納
欠

７１

５６７

損
額
、　

万
５
千
　
円
の
内

１７６

２５２

訳
と
理
由
を
伺
う
。

Ａ
 運
上
財
政
課
長

　
収
入
未
済
額
の
内
訳
は
町

民
税
の
個
人
で
　
万
円
ほ
ど
、

７８０

法
人
で
　
万
円
ほ
ど
、
固
定

５４

資
産
税
全
体
で
１
千
　
万
円

２００

ほ
ど
、
軽
自
動
車
で
　
万
９

１３

千
円
ほ
ど
と
な
っ
て
い
る
。

た
ば
こ
税
、
鉱
産
税
は
な
い
。

不
納
欠
損
額
に
つ
い
て
は
、

町
民
税
で
　
万
９
千
円
ほ
ど
、

２１

固
定
資
産
税
で
　
万
円
ほ
ど
、

１５３

軽
自
動
車
で
１
万
４
千
円
ほ

ど
と
な
っ
て
い
る
。
条
例
で
、

執
行
停
止
を
し
て
か
ら
３
年

経
過
し
た
も
の
を
不
納
欠
損

に
す
る
と
定
め
て
い
る
。
ま

た
、
納
税
義
務
者
の
外
国
人

労
働
者
が
帰
国
し
た
等
、
全

く
徴
収
が
で
き
な
い
と
判
明

し
た
場
合
、
即
時
欠
損
と
い

う
こ
と
で
３
年
の
経
過
を
待

た
ず
に
欠
損
に
し
て
い
る
も

の
も
あ
る
。

■
 使
用
料
及
び
手
数
料

Ｑ
 山
内
委
員

　
総
務
使
用
料
の
町
有
住
宅

使
用
料
で
は
、
当
初
予
算
　７５０

万
円
が
、
決
算
で
　
万
円
、

８４０

土
木
使
用
料
の
町
営
住
宅
使

用
料
は
当
初
予
算
７
千
　
万
２２０

円
ほ
ど
が
、
決
算
で
７
千
　８００

万
円
と
差
が
あ
る
理
由
を
伺

う
。

Ａ
 運
上
財
政
課
長

　
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、

収
入
を
抑
え
気
味
に
設
定
し

て
い
る
。
町
営
住
宅
の
場
合

は
出
入
り
が
あ
る
が
、
町
有

住
宅
の
場
合
は
移
動
が
あ
ま

り
な
い
の
で
、
今
後
は
精
査

を
し
て
な
る
べ
く
近
い
予
算

額
を
計
上
し
た
い
。

Ｑ
 酒
谷
委
員

　
や
す
ら
ぎ
滞
在
交
流
拠
点

施
設
使
用
料
の
内
訳
と
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 斉
藤
経
済
課
長

　
ゆ
う
ゆ
う
そ
う
の
使
用
料

で
、
宿
泊
が
　
万
９
千
円
、

１０５

加
工
室
が
　
万
２
千
円
ほ
ど

３９

で
、　

万
９
千
　
円
の
収
入

１５１

８２５

と
な
っ
て
お
り
、
利
用
者
数

に
つ
い
て
は
、
宿
泊
が
平
成

　
年
度
　
名
、　

年
度
　
名
。

２９

４６７

３０

４０１

加
工
室
は
平
成
　
年
度
　
名
、

２９

１６４

　
年
度
　
名
と
な
っ
た
。
ま

３０

１６３

ず
は
学
校
関
係
を
中
心
に
Ｐ

Ｒ
を
進
め
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

Ｑ
 西
委
員

　
町
営
住
宅
使
用
料
滞
納
繰

越
分
、
町
立
幼
稚
園
保
育
料

滞
納
繰
越
分
、
町
有
地
貸
付

料
の
収
入
未
済
額
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ
 運
上
財
政
課
長

　
町
営
住
宅
使
用
料
滞
納
繰

越
分
に
つ
い
て
は
８
名
の
滞

納
者
で
、
入
居
者
が
５
名
、

既
に
退
去
し
て
い
る
方
が
３

名
で
あ
る
。
町
と
し
て
滞
納

に
か
か
る
対
応
方
針
を
策
定

し
て
お
り
、
滞
納
し
て
か
ら

２
ヶ
月
で
催
促
書
の
送
付
、

電
話
、
自
宅
訪
問
等
を
行
い
、

そ
の
後
も
納
付
が
な
け
れ
ば
、

保
証
人
に
通
知
す
る
。
そ
れ

で
も
、
対
応
が
な
け
れ
ば
退

去
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を

す
る
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
。

幼
稚
園
に
つ
い
て
は
納
付
の

意
思
表
示
も
あ
る
の
で
解
消

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
。
町
有
地
貸
付
料
は

小
平
か
ら
離
れ
て
い
る
３
名

が
長
年
に
わ
た
っ
て
滞
納
し

て
い
る
状
況
で
文
書
、
電
話

等
で
連
絡
を
と
っ
て
い
る
。

■
 総
務
費

Ｑ
 山
内
委
員

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
報

酬
に
つ
い
て
、
研
修
期
間
が

終
わ
っ
て
１
人
も
残
っ
て
い

な
い
理
由
と
今
後
は
ど
の
よ

う
な
受
け
入
れ
方
を
考
え
て

い
る
の
か
伺
う
。

Ａ
 斉
藤
経
済
課
長

　
２
名
の
う
ち
、１
人
は「
飲

食
店
を
開
業
し
た
い
」、
も

う
１
人
は
「
観
光
で
の
ビ
ジ

ネ
ス
を
や
り
た
い
」
と
頑
張

っ
て
い
た
が
、
当
町
で
は
実

現
が
難
し
い
と
い
う
判
断
に

至
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

Ａ
 東
藤
企
画
振
興
課
長

　
今
後
は
希
望
者
の
業
種
の

ニ
ー
ズ
と
受
け
入
れ
の
条
件

を
整
え
、
慎
重
に
検
討
し
て

行
き
た
い
。

Ｑ
 山
内
委
員

　
お
び
ま
る
グ
ッ
ズ
製
作
委

託
料
に
つ
い
て
、
当
初
予
算

よ
り
　
万
円
増
え
て
い
る
。

５０

そ
の
理
由
と
取
り
組
み
の
内

容
な
ど
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 東
藤
企
画
振
興
課
長

　
昨
年
度
は
う
ち
わ
、
ポ
ケ

ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
製
作
し
、

イ
ベ
ン
ト
時
、
会
議
の
場
な

ど
で
無
料
配
布
し
て
い
る
。

ま
た
、
町
内
で
開
催
さ
れ
る

各
種
研
修
な
ど
で
、
各
課
か

ら
要
望
が
あ
れ
ば
配
布
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

Ｑ
 山
内
委
員

　
当
初
予
算
で
　
万
円
あ
っ

５００

た
小
平
町
特
産
振
興
支
援
事

業
補
助
金
に
つ
い
て
、
平
成

　
年
は
２
件
　
万
円
、　

年

２８

５５０

２９

は
０
件
、　

年
も
０
件
だ
っ

３０

た
。
こ
の
補
助
金
を
ど
う
し

て
い
く
考
え
な
の
か
伺
う
。

Ａ
 東
藤
企
画
振
興
課
長

　
平
成
　
年
、　

年
に
１
件

２９

３０

ず
つ
相
談
は
あ
っ
た
が
申
請

に
至
ら
な
か
っ
た
。
平
成
　３０

年
の
　
月
、
令
和
元
年
の
５

１０

月
に
補
助
の
概
要
を
周
知
し

た
が
、
こ
の
補
助
制
度
に
つ
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い
て
は
内
容
に
改
善
が
必
要

な
の
か
、
ニ
ー
ズ
が
な
い
の

か
、
そ
れ
ら
を
検
討
し
て
行

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

Ｑ
 山
内
委
員

　
ふ
る
さ
と
納
税
謝
礼
に
つ

い
て
、
平
成
　
年
度
の
　
万

２９

３１０

円
が
平
成
　
年
度
　
万
円
と

３０

５２０

増
え
た
要
因
と
謝
礼
に
対
す

る
感
想
を
聞
け
る
よ
う
な
形

を
検
討
し
て
は
い
か
が
か
。

Ａ
 運
上
財
政
課
長

　
平
成
　
年
度
に
比
べ
て
平

２９

成
　
年
度
は
、
ふ
る
さ
と
納

３０
税
の
寄
付
が
増
え
て
、
そ
れ

に
伴
っ
て
返
礼
品
の
額
も
増

え
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
　３０

年
度
、
返
礼
品
の
品
物
も
増

や
し
て
い
る
。
謝
礼
に
対
す

る
感
想
に
つ
い
て
、「
非
常
に

お
い
し
か
っ
た
か
ら
今
年
も

寄
付
し
ま
し
た
」
と
い
う
よ

う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
れ
て

き
て
い
る
方
も
い
る
の
で
、

検
討
さ
せ
て
欲
し
い
。

Ｑ
 西
村
委
員

　
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
整

備
調
査
設
計
委
託
料
で
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
調
査
設

計
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
ま

た
調
査
設
計
後
の
実
施
予
定

地
域
と
そ
の
時
期
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ
 東
藤
企
画
振
興
課
長

　
町
内
の
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
未
提
供
エ
リ
ア
に
光

フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
、
伝

送
路
設
備
を
整
備
す
る
こ
と

に
よ
り
、
快
適
な
高
速
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
を
実
現

す
る
事
業
で
あ
る
。
未
整
備

地
区
は
本
郷
地
区
か
ら
達
布

地
区
ま
で
の
エ
リ
ア
、
鬼
鹿

の
未
整
備
エ
リ
ア
、
例
え
ば

千
松
と
か
豊
浜
、
大
椴
地
域

で
あ
る
。
実
施
時
期
は
現
段

階
で
は
未
定
と
な
っ
て
お
り
、

総
務
省
の
高
度
無
線
環
境
整

備
推
進
事
業
の
活
用
を
検
討

し
て
い
る
。

Ｑ
 西
村
委
員

　
小
平
町
集
会
施
設
等
解
体

撤
去
事
業
助
成
金
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ
 東
藤
企
画
振
興
課
長

　
解
体
事
業
実
施
個
所
は
、

平
成
　
年
度
に
平
和
地
区
の

２９

第
一
平
和
会
館
、
平
成
　
年
３０

度
は
達
布
し
ら
か
ば
町
内
会

の
曙
会
館
で
、
双
方
と
も
老

朽
化
し
て
い
て
地
区
か
ら
の

要
請
で
助
成
し
た
。
こ
の
助

成
金
に
つ
い
て
は
広
報
で
周

知
し
て
い
て
、
今
春
、
１
件

の
相
談
が
あ
っ
た
が
、
自
前

で
解
体
す
る
こ
と
に
な
り
、

活
用
し
て
い
な
い
。

Ｑ
 酒
谷
委
員

　
公
共
施
設
周
辺
環
境
整
備

委
託
料
の
内
訳
を
伺
う
。

Ａ
 運
上
財
政
課
長

　
公
園
や
役
場
周
辺
、
墓
地
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
交
通
公

園
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
幼

稚
園
周
辺
の
庭
等
で
、
草
刈

り
が
主
な
業
務
で
あ
る
。
高

齢
者
事
業
団
に
委
託
し
、
年

間
を
通
じ
て
実
施
し
て
い
る
。

Ｑ
 酒
谷
委
員

　
交
通
公
園
の
ト
イ
レ
も
そ

の
中
に
入
っ
て
い
る
と
思
う

が
、
清
掃
が
行
き
届
い
て
い

な
い
と
い
う
声
も
聴
か
れ
る
。

Ａ
 運
上
財
政
課
長

　
高
齢
者
事
業
団
と
協
議
し
、

清
掃
を
強
化
し
た
い
。

■
 民
生
費

Ｑ
 酒
谷
委
員

　
福
祉
灯
油
購
入
助
成
金
の

予
算
　
万
円
が
決
算
で
　
万

１４０

４９

円
と
な
っ
た
要
因
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ
 金
澤
保
健
福
祉
課
長

　
福
祉
灯
油
は
申
請
が
　
件
６５

あ
り
、
決
定
が
　
件
、
却
下

４９

が
　
件
。
却
下
の
　
件
は
課

１６

１６

税
世
帯
が
１
件
と
、
あ
と
は

収
入
超
過
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

Ｑ
 酒
谷
委
員

　
小
平
町
保
育
・
託
児
事
業

補
助
金
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 金
澤
保
健
福
祉
課
長

　
小
平
幼
児
セ
ン
タ
ー
へ
保

育
の
補
助
金
を
出
し
て
い
る
。

■
 衛
生
費

Ｑ
 西
村
委
員

　
予
防
費
、
委
託
料
に
つ
い

て
、
不
用
額
の
発
生
要
因
を

伺
う
。

Ａ
 金
澤
保
健
福
祉
課
長

　
不
用
額
が
　
万
円
ほ
ど
出

３２

て
い
る
が
、
そ
の
要
因
は
予

防
接
種
委
託
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、
麻

疹
、
四
種
混
合
等
）
の
当
初

設
定
の
予
算
人
数
と
実
績
と

の
違
い
で
、
一
番
落
ち
て
い

る
の
は
日
本
脳
炎
で
、
予
算

に
対
し
て
　
万
９
千
円
落
ち

５０

て
い
る
。
日
本
脳
炎
は
　
名
２００

の
該
当
者
が
お
り
、　

万
１

１６９

千
円
の
予
算
を
組
ん
だ
が
、

　
名
し
か
接
種
し
な
か
っ
た
。

１４２あ
く
ま
で
本
人
の
申
し
出
だ

が
、
も
っ
と
接
種
率
が
上
が

る
よ
う
周
知
方
法
を
考
え
て

い
き
た
い
。

Ｑ
 西
村
委
員

　
周
知
方
法
も
そ
う
だ
が
、

実
際
に
接
種
す
る
日
に
行
け

な
い
と
い
う
方
も
い
る
の
で

は
な
い
か
。

Ａ
 金
澤
保
健
福
祉
課
長

　
日
程
は
あ
る
程
度
余
裕
を

も
っ
て
や
る
よ
う
な
形
で
周

知
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も

２
、
３
割
受
け
ら
れ
な
い
と

い
う
方
も
い
る
の
で
検
討
す

る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
、

留
萌
の
医
師
会
と
も
契
約
し

て
お
り
、
学
生
な
ど
は
留
萌

で
も
受
け
て
い
る
。

■
 農
林
水
産
業
費

Ｑ
 山
内
委
員

　
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

補
助
金
と
経
営
所
得
安
定
対

策
等
推
進
事
業
補
助
金
の
内

容
を
伺
う
。

Ａ
 斉
藤
経
済
課
長

　
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

補
助
金
は
、
花
き
生
産
組
合

に
対
す
る
ハ
ウ
ス
、
そ
れ
に

付
随
す
る
機
器
等
へ
の
補
助

で
あ
る
。
経
営
所
得
安
定
対

策
等
推
進
事
業
補
助
金
は
、

戸
別
補
償
制
度
に
か
か
る
ソ

フ
ト
面
の
補
助
金
で
、
内
訳

は
Ｊ
Ａ
に
申
請
の
委
託
で
　２００

万
円
ほ
ど
支
出
し
て
い
る
。

平
成
　
年
度
に
つ
い
て
は
農

３０

地
の
圃
場
管
理
シ
ス
テ
ム
を

合
わ
せ
て
　
万
円
ほ
ど
の
支

９７８

出
に
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
 山
内
委
員

　
鬼
鹿
牧
場
の
委
託
管
理
料

は
な
ぜ
不
用
額
な
の
か
伺
う
。

ま
た
、
小
平
町
和
牛
生
産
改

良
組
合
の
補
助
金
に
つ
い
て

伺
う
。

Ａ
 斉
藤
経
済
課
長
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鬼
鹿
牧
場
は
、
Ｊ
Ａ
へ
の

委
託
だ
が
、
収
支
が
黒
字
に

な
っ
た
場
合
、
支
出
し
な
い

と
い
う
契
約
に
な
っ
て
い
る
。

冬
に
修
繕
な
ど
急
な
支
出
が

必
要
に
な
っ
た
場
合
を
考
え

て
不
用
額
と
し
て
い
る
。
小

平
町
和
牛
生
産
改
良
組
合
へ

の
補
助
金
　
万
円
は
、
通
常

２００

で
あ
れ
ば
運
営
補
助
と
い
う

こ
と
で
　
万
円
だ
が
、
昨
年

３５

に
つ
い
て
は
札
幌
の
オ
ー
タ

ム
フ
ェ
ス
ト
、
東
京
の
イ
ベ

ン
ト
で
の
「
お
び
ら
和
牛
」

の
Ｐ
Ｒ
活
動
へ
の
助
成
と
い

う
こ
と
で
上
乗
せ
し
て
補
助

金
を
支
出
し
た
。

■
 商
工
費

Ｑ
 山
内
委
員

　
食
・
観
光
資
源
活
性
化
協

議
会
補
助
金
の
内
容
と
効
果

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 斉
藤
経
済
課
長

　
食
・
観
光
資
源
活
性
化
協

議
会
の
昨
年
度
の
実
績
と
し

て
は
、
小
平
市
民
ま
つ
り
、

大
通
り
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
へ
の
参

加
、
産
直
市
、
町
の
食
材
を

使
っ
た
お
料
理
教
室
を
開
催

し
て
い
る
。
小
平
市
丸
ポ
ス

ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
、
町
内
の

ス
キ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

の
協
賛
品
の
提
供
、
観
光
Ｐ

Ｒ
用
の
備
品
、
イ
ベ
ン
ト
用

の
法
被
、
の
ぼ
り
を
製
作
し

て
い
る
。
Ｐ
Ｒ
の
み
な
ら
ず

町
の
認
知
度
を
高
め
る
た
め

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
実

施
し
て
き
た
。

Ｑ
 山
内
委
員

　
留
萌
南
部
地
域
広
域
観
光

連
携
協
議
会
負
担
金
に
つ
い

て
伺
う
。

Ａ
 木
村
経
済
課
主
幹

　
留
萌
市
、
増
毛
町
も
　
万
５００

円
ず
つ
負
担
し
１
千
　
万
円

５００

の
事
業
で
、
Ｐ
Ｒ
動
画
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
使
う
ノ
ベ
ル
テ
ィ

の
作
成
、
台
湾
で
の
Ｐ
Ｒ
、

特
産
品
の
販
売
を
行
っ
た
。

■
 土
木
費

Ｑ
 西
村
委
員

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
借
上
料
の
内

容
を
伺
う
。

Ａ
 廣
澤
生
活
環
境
課
長

　
環
境
省
の
補
助
事
業
で
、

既
設
の
道
路
灯
等
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
し
、
町
と
受
託
民
間
業
者

が
平
成
　
年
の
２
月
１
日
か

３１

ら
令
和
　
年
の
１
月
　
日
ま

１１

３１

で
賃
貸
借
す
る
も
の
で
あ
る
。

■
 教
育
費

Ｑ
 山
内
委
員

　
小
学
校
費
、
需
用
費
の
不

用
額
と
ス
キ
ー
場
運
営
費
、

賃
金
と
需
用
費
の
不
用
額
に

つ
い
て
伺
う
。

Ａ
 種
田
管
理
課
長

　
小
学
校
費
に
つ
い
て
は
燃

料
費
と
光
熱
水
費
が
大
き
く
、

燃
料
の
価
格
変
動
と
改
修
し

た
鬼
鹿
小
学
校
に
お
け
る
灯

油
と
電
気
使
用
量
の
減
少
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

Ａ
 金
子
社
会
教
育
課
長

　
ス
キ
ー
場
運
営
費
の
不
用

額
に
つ
い
て
は
、
ス
キ
ー
場

の
閉
鎖
時
期
が
早
ま
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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９

議 会 の 動議 会 の 動 きき

●
調
査
事
項

ゆ
っ
た
り
か
ん
運
営
等
に

関
す
る
調
査

●
調
査
目
的

ゆ
っ
た
り
か
ん
経
営
安
定

の
た
め
の
方
策
等
に
つ
い

て
●
調
査
方
法

　
聞
き
取
り
調
査

●
調
査
期
間

　
令
和
元
年
７
月
　
日
２４

　
～
令
和
元
年
９
月
　
日
３０

●
調
査
結
果

　
当
委
員
会
で
は
４
回
の
会

議
を
開
催
し
、
ゆ
っ
た
り
か

ん
継
続
運
営
の
必
要
性
、
運

営
の
方
法
、
施
設
改
修
の
必

要
性
、
経
営
改
善
の
方
策
等

に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
ま
し

た
。
　
結
果
、
町
民
福
利
厚
生
施

設
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
施

設
で
あ
り
、
継
続
運
営
す
べ

き
で
あ
る
と
し
、
今
後
の
改

善
・
検
討
す
べ
き
事
項
を
付

し
た
調
査
報
告
書
を
議
長
へ

提
出
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、　

月
２
日
に
藤
田

１０

議
長
と
西
委
員
長
よ
り
関
町

長
へ
調
査
結
果
を
説
明
の
上
、

報
告
し
ま
し
た
。

■８月
　２日　小平・幌加内・沼田３町広域振興協議会

留萌・旭川要望（議長）

　７日　小平・幌加内・沼田３町広域振興協議会

札幌要望（議長）

　１４日　ふるさと「あつ祭り」（議長）

　１９日　小平町慰霊祭（議長）

　２０日　議会広報研修会（４委員）

　２４日　小平市親善訪問団交流会（全議員）

　２５日　第４３回小平町産業まつり（全議員）

　２６日　議員全員協議会（全議員）

　　　　議会運営委員会（全委員及び議長）

　２７日　留萌管内町村議会議員研修会（全議員）

　２８日　総務産業常任委員会所管事務調査（全委員）

　２９日　留萌南部衛生組合議会第２回定例会（各議員）

■９月
　３日　第３回定例会開会（全議員）

　４日　留萌南部三市町議会議員研修交流会（全議員）

　１２日　平成３０年度各会計決算審査特別委員会

（全委員）

　　　　議会広報発行特別委員会（全委員）

　１３日　第３回定例会再開（全議員）

　　　　総務産業常任委員会所管事務調査（全委員）

　２９日　札幌おにしか会第５５回記念総会（議長）

　３０日　総務産業常任委員会所管事務調査（全委員）

■１０月
　８日　小平町体育協会スポーツ賞表彰式（議長）

　１９日　東京おびら会総会（４議員）

　２０日　小平市民まつり（４議員）

　２４日　議会広報発行特別委員会（全委員）

総
務
産
業
常
任
委
員
会

所
管
事
務
調
査
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９
月
定
例
議
会
で
、
議
長

を
除
き
７
名
全
員
が
一
般
質

問
を
行
い
、
農
・
畜
産
業
関

係
や
災
害
対
策
関
係
、
観
光

イ
ベ
ン
ト
関
係
、
教
育
施
設

整
備
関
係
、
高
齢
者
の
事
故

防
止
対
策
な
ど
各
分
野
の
施

策
等
に
つ
い
て
町
長
の
考
え

を
聞
き
出
し
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
は
、
議
会
の

活
動
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
し
、
議
会
へ
の
関
心

と
親
し
み
を
深
め
て
頂
く
紙

面
で
す
。

　
町
民
と
議
会
を
つ
な
ぐ
紙

面
と
し
て
わ
か
り
や
す
い

「
議
会
だ
よ
り
」
に
議
会
広
報

特
別
委
員
一
同
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
町
民
皆
様
の
ご
意
見
等
お

気
づ
き
の
点
が
御
座
い
ま
し

た
ら
議
会
事
務
局
ま
で
連
絡

を
下
さ
い
。
　
　
　（
板
垣
）

煙
発
行
　
小
平
町
議
会

煙
編
集
　
議
会
広
報
発
行

　
　
　
　
特
別
委
員
会

　
℡
（
〇
一
六
四
）

　
　
　
五
六－

二
一
一
一

煙
印
刷
　
白
然
印
刷
㈱

あああああああああああああ

ととととととととととととと

ががががががががががががが

あ

と

が

きききききききききききききき
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　去る８月20日、札幌市

において議会広報研修会

が開催されました。

　月刊総務編集長　豊田

健一氏を講師に迎え、

「読者目線で親切な広報

誌を作るには」と題して、

手に取られ・読まれ・行動に結びつけるにはどうす

べきか広報紙面の技術的なテクニックや他町村の広

報紙を題材に評価やアドバイスなどを行いました。

　研修会では、「一番お伝えしたいこと」として広報

紙はあくまでも手段である、そして広報紙の限界を

認識するとの２つの観点から講演して頂き、参加委

員も「読者目線で、読まれ、行動が変わる議会広報

紙」を目指していかなくてはと、大変参考となる研

修会となりました。

　去る８月27日、天塩町において開催された研修会

では、農林水産省大臣官房政策課技術政策室　室長

の松本賢英氏を講師に迎え「スマート農業の今後の

展望」と題して、スマート農業の展開について農林

水産業における様々な課題などを通して講演して頂

きました。

　スマート農業の

効果として、①ロ

ボットトラクタや

スマホで操作する

水田の水管理シス

テム等、先端技術

による作業の自動

化により、規模拡大が可能に②熟練農家の匠の技の

農業技術をＩＣＴ技術により、若手農家に技術継承

する事が可能に③センシングデーター等の活用・解

析により、農作物の生育や病害を正確に予測し、高

度な農業経営が可能に。この様な事から新しい形の

農業がこれからは

必要になるのでは

ないかと、とても

勉強になる研修会

となりました。

議会広報研修会留萌管内町村議会議員研修会

　去る９月４日、留萌南部三市町議会議員研修交流会が開催され、当町

全議員を始め留萌及び増毛の議会議員33名が留萌産業会館に集まりま

した。

　基調講演は、留萌振興局の保健行政室長の大森英孝氏を講師に迎え、

テーマは地域医療について「留萌区域地域医療構想を踏まえて」と題し

て講演頂きました。講演では医師、

看護師が不足している現状及び今後

の医療体制等の貴重なお話を聞かせて頂きました。講演終了後には三市

町の情報交換もあり、３地域の取組みや問題点等熱く議論しました。三

市町の情報交換終了後には、各議員が入り交じりお互い地域の問題点等

熱論し、人間関係を深めた有意義な研修会となりました。

留萌南部三市町議会議員研修交流会

研修会レポート


